
ツイッター 

  
 

令和２年 
１０月 ５日 

発 行 

かわら版についてのお問い合わせは 小石川後楽園サービスセンター 03(3811)3015 
お客様係（協会の事業全般に関するお問い合せ）TEL  03(3232)3038 ※8：30～17：30（土日・祝日、年末年始を除く）指定管理者 公益財団法人 東京都公園協会  

お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

庭園ガイドツアー
は、当面の間、お休
みをいただいており
ます。 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ →検索 

「公園へ行こう！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

待ち遠しいな！真っ赤な秋の日 

 

第１１４号 

窓口前に、アル

コール消毒液をご

用意しています。

手指の消毒に、ご

利用ください。 

 

 

都立９庭園を訪ねる小さな旅 
～その弐 山の手を巡る～ 

 東京都には、それぞれに特徴のある 9 か所の都立庭

園があります。お出かけにもちょうど良い季節、今回は

山の手の庭園を巡る小さな旅のご紹介です。 

 東京メトロ南北線「西ヶ原」駅から徒歩７分ほどに位

置する「旧古河(ふるかわ)庭園」は、大正時代に造られ

た和と洋が調和する庭園です。 

 高台に建つ瀟洒な洋館と、その前に広がる洋風庭園の

設計は、明治以降の日本建築界に大きな影響を与えたと

いわれるジョサイア・コンドル。洋風庭園の向こうに広

がる日本庭園は、近代日本庭園の父とも称される京都の

庭師・小川治兵衛(屋号・植治)。他では、なかなか出会

うことのできない巨匠ふたりの夢の競演です。 

  

《『三十六花撰 東京根津ばら』、『六十余州名所図会 紀伊 和哥之浦』 
ともに国立国会図書館デジタルコレクションより》 

 

 

 

さて、これから訪れる秋バ

ラの季節。こちらの洋風庭園

でも、毎年、約 90 種 180 株

のバラたちが咲き競います。 

 日本人とバラの歴史も古く

『万葉集』にも「茨(「うば

ら」または「うまら」)」とし

て登場します。また、ノバラ

や、ハマナスなどの原種バラ

が、自生していたといわれて

います。 

 右の絵は、『三十六花撰 

東京根津ばら』、二代歌川広 
重は、当時のバラの華やかさをこんな風に描きました。 

 昼と夜の寒暖差の大きい秋は、バラの花色も鮮やかに

なり、香りも一層芳しくなるそうですよ。 

 旧古河庭園をあとにして、ＪＲ駒込駅方面に進んで行

くと、駅の斜め右側に六義園(りくぎえん)の染井門が見

えてきます。通常、こちらの門は開いていませんので、

もう少し頑張って本郷通りを進み、右側に入ると正門に

到着！です。 

 ここで、みなさまをお出迎えするのは、満開の美しさ

で名を馳せる大きなシダレザクラ。そして、園内では、

これからの季節、秋色に染まる樹々たちが出番を待って

います。 

 

 六義園は、五代将軍徳川綱吉

に側用人として仕えた柳沢吉保

が、1702(元禄 15)年、駒込

の別邸に、自ら作庭しました。 

 万葉集や、古今和歌集などの

和歌に詠まれた八十八の景観が

「八十八境」として取り込まれ

ています。 

 左の絵は、歌川広重の『六十

余州名所図会 紀伊 和哥之浦』

です。小石川後楽園の大泉水が

滋賀県の琵琶湖に見立てて造ら

れているように、六義園の大泉 

水は、和歌山県北部にある景勝地・和歌の浦に見立てら

れています。また、六義園を“陽”の庭、当園が“陰”

の庭に例えられることもあります。 

 東京メトロ駒込駅から南北線に乗ると、当園最寄りの

後楽園駅まで３駅ほど。紅葉の季節、六義園と当園はそ

れぞれ美しく、毎年、ハシゴで紅葉狩りの方も多いのだ

とか。今年は、みなさまもいかがでしょうか？ 

 秋も本番！「食欲の秋」「スポーツの秋」などな

ど、みなさまは、どんな秋をお過ごしですか？「芸

術の秋」ということで、美術館や博物館を訪ね、歴

史を重ねた作品を鑑賞される方も、たくさんいらっ

しゃると思います。 

 そこで今回は、“当園のもっと知って欲しい「特

別」なところ”をご紹介します。 

 美術工芸品や、建築物と違い、園内の景色を構成

する植物が日々成長し、時には自然災害を受けて姿

を変える庭園には、国宝や重要文化財という指定が

ありません。 

 その代わり、歴史上又は学術上価値の高いものは

「史跡」、芸術上又は観賞上価値の高いものは「名

勝」に指定されます。そして、その中でも特に価値

の高いものには、国宝クラスの「特別」がつけられ

ます。 

 そうです、みなさま、もうお気づきですね。小石

川後楽園は、国から特別史跡・特別名勝に指定され

た文化財庭園です。しかも、特別史跡・特別名勝の

二重指定を受けているのは、現在、東京では浜離宮

恩賜庭園と当園の二か所のみ、全国でも、京都の金

閣寺や銀閣寺など、十数か所しかない本当に特別な

ものなのです。 

 ですから、私たちからみなさまへ、園内では敷物

を敷けません、水の中には入らないでください、木

には登らないでくださいなど、「他のお客さまの観

賞を妨げる行為はしないでください」、と公園など

とは違ったお願いをしています。 

 みなさまにとっても、大切な宝物の庭園です。大

好きな誰かと、大切な時間を過ごしていただけます

よう、未来のその先の未来までも、最高の状態で伝

えることができますように願います。 

小石川後楽園の知ってほしいこと！ 

 季節が進み、朝晩の空気の中に、また、そこかし

こで奏でられる虫たちの声に、秋を感じるようにな

りました。 

 「今年の見ごろは？」だんだんと、紅葉のお問合

せも増えています。当園の紅葉は、例年 11 月の下 

旬から、12 月の上旬に最も美しいころを迎えます。

待ち遠しいですね、紅葉の季節！ 

 で、紅葉には少し早いですが、でも、たっぷりと

秋の気配を感じる 10 月の庭園。涵徳亭内のレスト 

ラン「びいどろ茶寮」では、園内で召し上がってい

ただけるよう、お弁当も始めました。また、のんび

りと散策をお楽しみいただいた後は、ゆったり、ま

ったりなお茶の時間もいかがでしょうか？ 

 素敵な庭時間を、お過ごしください。 


